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Effects of Employing Task-Based Language Teaching in a Foreign 

































































































































































日にち 時限 内容 日にち 時限 内容
1日目 1限 オリエンテーション 4日目 1限 誘いを断る（1）
2限 敬語の基本 2限 誘いを断る（2）
3限 初対面の会話 3限 誘いを断る（3）
4限 電話を取り次ぐ（1） 4限 誘いを断る（4）
5限 電話を取り次ぐ（2） 5限 ケーススタディー（2）
6限 プロジェクトワーク（1） 6限 プロジェクトワーク（4）
2日目 1限 電話を取り次ぐ（3） 5日目 1限 許可を得る（1）
2限 電話を取り次ぐ（4） 2限 許可を得る（2）
3限 アポを取る（1） 3限 許可を得る（3）
4限 アポを取る（2） 4限 許可を得る（4）
5限 アポを取る（3） 5限 ケーススタディー（3）
6限 プロジェクトワーク（2） 6限 プロジェクトワーク（5）
3日目 1限 謝罪をする（1） 6日目 1限 試験
2限 謝罪をする（2） 2限 試験
3限 謝罪をする（3） 3限 発表準備
4限 謝罪をする（4） 4限 プロジェクトワーク発表
5限 ケーススタディー（1） 5限 プロジェクトワーク発表


















































上位（N=18） 中位（N=19） 下位（N=14） 全体（N=51）
M SD M SD M SD M SD
















M SD M SD M SD M SD
①ビジネス場面の待遇表現についての知識が増えた 4.72 .46 4.42 .77 4.21 .89 4.47 .73
②ビジネス場面の待遇表現を使う能力が向上した 4.50 .62 4.00 .88 3.64 .93 4.08 .87
③ビジネス場面で自己紹介ができるようになった 4.65 .61 4.37 .83 3.93 1.00 4.34 .85
④電話対応ができるようになった 4.33 .59 4.21 .71 4.00 .96 4.20 .75
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⑤アポイントを取ることができるようになった 4.33 .69 3.89 .74 3.64 .75 3.98 .76
⑥誘いを断ることができるようになった 4.56 .62 3.89 .81 3.86 .77 4.12 .79
⑦許可を得ることができるようになった 4.39 .70 4.06 .73 3.71 .73 4.08 .75
⑧企画案が作成できるようになった 3.94 .80 3.58 .77 3.71 .91 3.75 .82
⑨プレゼンテーションができるようになった 4.11 .68 3.79 .79 3.71 .83 3.88 .77















　①ビジネス場面の待遇表現についての知識が増えた（F（2, 48）= 2.055, n.s.）
　④電話対応ができるようになった（F（2, 48）= .779, n.s.）
　⑧企画案が作成できるようになった（F（2, 48）= .927, n.s.）
　⑨プレゼンテーションができるようになった（F（2, 48）= 1.296, n.s.）





　②ビジネス場面の待遇表現を使う能力が向上した（F（2, 48）= 4.519, p < .05） 上位＞下位
　③ビジネス場面で自己紹介ができるようになった（F（2, 48）= 3.001, p < .1） 上位＞下位
　⑤アポイントを取ることができるようになった（F（2, 48）= 3.817, p < .05） 上位＞下位
　⑥誘いを断ることができるようになった（F（2, 48）= 4.945, p < .05）上位＞中位　上位＞下位
















果、授業の難易度に関しては、①課題の量の適切性には有意差がなかった（F（2, 47）= 1.397, n.s.）
















< .1、③F（2, 47）= 2.853, p < .1）。また、学習の動機づけに関しては、④ビジネス日本語に対す
る興味・関心には有意傾向の差が示された（F（2, 47）= 2.599, p < .1）が、⑤ビジネス日本語学














M SD M SD M SD M SD
①課題の量は適切だ 3.94 .80 3.53 .77 3.85 .80 3.76 .80
②授業内容の難易度は適切だ 4.11 .58 3.84 .69 3.54 .88 3.86 .73
③テキストの難易度は適切だ 4.11 .68 3.58 .69 3.62 .87 3.78 .76
④ この授業を通して、ビジネス日本語に対する興味・
関心が強くなった
4.22 .81 3.58 .90 3.92 .86 3.90 .89
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